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マネジメントセミナー標準カリキュラム(１日研修) 
 現代に適応したマネジメント知
識が必要である。 
 
 マネジメントは管理であるとの
考えは捨てなければならない。 
現在は知識を持って仕事をす
る人口比率が８割になっている。
直接製造する場であっても知識
と技術を必要とする。 
 一度学んだ知識・技術が10年
も20年も同じ状態では適応でき
なくなった。知識を生産する場
も増えている。問題発見、課題
解決、開発、等々、どれもが知
識を必要とし、学び続けなけれ
ばならない。 
 
 知識生産が求められ、知識が、
仕事の中心に置かれている。知
識生産で管理はできない。成果
を求めるのみである。 

マネジメント関連セミナー 
・初級マネジメント （マネジメント導入） 
・昇格確定後のマネジメント 
・上級マネジメント  戦略策定 
・部下育成 
・イノベーション技法 
・マネジメントからのマーケティング 

マネジメント原理原則 

イノベーション 

社会、市場での 
機能、適応を見いだす 

人材 

組織 社会 

バランスを図る 

部下育成 

戦略策定 

目的設定 

意思決定 

リーダーの役割 

労働形態も変化している。フルタイムの正社員だけでなく、契約、
パートがあり、アウトソーシングがされている。派遣社員に成果を要求
できるが、管理形態ではなくなっている。  
 マネジメントは体系化された知識である。個人が持つ知識に影響し、
その知識を活性化させる。組織にある多数の異なる知識群を、一つ
の目的に合わせて特異化するのがマネジメントである。 
 マネジメントは、組織内に働き、市場や社会に影響させる知識であ
る。マネジメントは、リーダーにのみ必要な知識ではなく、働く者すべ
てが知っている方が良い。マネジメントを理解していると、見るべきと
ころ、考えるべきところが正確になる。何より、リーダーに対して、より
良いフォロアーとして活動する。優れたリーダーは優れたフォロアー
を要求し、優れたフォロアーを育てる。 
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